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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 で は、数量表現 、二格名詞句 、マデ格名詞句、対格名 詞句 と動詞句 との共起関係 に
基 づいて、動詞句 の限界性(Telici七y)とい うアスペ クチュアル な性 質 にっ いて考察 した。 本
論文 の構 成 は次 の通 りであ る。
はじめに
第1部 数量詞の文法
第1章 連体修飾の数量詞と連用修飾の数量詞
第2章 副詞句としての個体数量詞と内容数量詞
一個体数量詞と頻度数量詞の共通性及び内容数量詞と期間数量詞の共通性一
第3章 数量詞の先行詞が現れる統語的階層一非対格性の仮説からの検討一
第4章 数量詞が表す数:量と先行詞が現れる統語的階層との関係
第1部 動詞句の限界性
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第5章 移動動詞 と共起 す る二格名詞 句の意味役割 一着点 と方 向一
第6章 移 動動詞 と共起す る二格名詞句 とマデ格名詞句
一数量 表現 との共起関係 に基 づいた語彙意味論的考察 一
第7章 非限界動詞 と共起 す る対格名詞 句 と動詞句の限界性 との関係
おわ りに
第1部 は、 「3冊 」「100ペー ジ」 の よ う に、 数 詞(「3」 「100」)と助 数 詞(「 冊 」 「ペ ー ジ」)
か ら構 成 され る数 量 詞(numeralquan七ifier)を中心 とす る考 察 で あ る。 数 量 詞 は、 様 々 な 統
語 的 位 置 に現 れ るが 、 第1章 は、(1a)(1b)の下 線 部 の 位 置 に現 れ るよ うな数 量 詞 が 表 す数 量 は
何 か 、 にっ いて の考 察 で あ る。
(1)a.5本 の 鉛 筆 を買 ったb.鉛 筆 を5本 買 った
(1a)(1b)の「鉛 筆 」 を先 行 詞 と呼 び、(1a)の「5本(の)」 の よ うに先 行 詞 を 連 体 修飾 して
い る数 量 詞 を 連 体Qと 呼 び 、(1b)の「5本 」 の よ うに、 先 行 詞 を と り、 か っ 、 述 語 を連 用 修
飾 して い る数 量 詞 を連 用Qと 呼 ぶ こ と にす る。QはQuantifier(数量 詞)の 略 で あ る。
(1a)(1b)の間 に は意 味 の違 い は認 め に に くいが 、(2a)(2b)の間 には意 味 の違 いが 明 確 に認 め
られ る。
(2){恥10cmの 鉛 筆 を削 ったb.鉛 筆 を10cm削った
(1a)(1b)のペ ア と(2a)(2b)のペ ア は、 意 味 の違 い の有 無 を考 え な けれ ば 、 連 体Qと 連 用Q
との 置 き換 え が可 能 で あ る もの で あ る。 しか し、 そ の よ うな置 き換 え が で きな い、 あ る い は し
に くい もの も存 在 す る。
(3)a.4000ccの車 を買 ったb.*車 を4000cc買った
(4)a.?*2人 の子 供 が 多 いb.子 供 が2人 多 い
(1)一(4)を統 一 的 に説 明 す る た め に は 、連 体Qに つ い て は(5)の よ うな こ と を 、 連 用Q
に つ い て は(6)の よ うな こ とを言 う必 要 が あ る。
(5)連 体Qは 先 行 詞 の指 示 対 象 の数 量 を表 す 。
(6)A.述 語 動 詞 が 変 化 動 詞 及 び動 作 動 詞 で あ る場 合 、 連 用Qは 、 動 詞 句 が 表 す 事 態 の
終 了 時 に達 成 され る、先 行 詞 の 指 示 対 象 に関 わ る数 量 を表 す 。
B.連 用Qは 、述 語 動 詞 に 限定 昏 れ た 、 先行 詞 の指 示 対 象 の数 量 を表 す 。
(6B)は、 「あ る」 な ど の状 態 動 詞 を含 め た場 合 の記 述 で あ る 。(5)は 、 連体Qが 、 そ れ の 修
飾 対 象 で あ る先 行 詞 の指 示 対 象 だ け に関 わ る数 量 を 表 す る とい う こ と で あ り、(6)は 、 連 用
Qが 、 先 行 詞 の 指 示 対 象 に関 わ る数 量 だ けで な く、 そ れ の修 飾 対 象 で あ る述語 動 詞 に関 わ る数
量 も表 す とい う こ とで あ る と い うよ うに、(5)(6)は基 本 的な 統 語論 で説 明可 能 な ことで あ る。
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(6A)のよ うに、動詞 句が表す事態の終了時 に達成 され る数量 を達成量 と呼ぶ ことにす る。(1
b)の「買 う」 は動作動 詞で あ り、(2b)の「削 る」は変化動詞 で あ るが、(1b)(2b)の連 用Qは
それぞれ、「鉛筆 を買 う」「鉛筆 を削 る」 とい う事態の終了時に達 成 される 「鉛筆」 につ いて の
数量 を表 して いる。 これが達成量 であ る。
第2章 か ら第4章 までは連用Qに つ いての考察であ る。第2章 で は、(7a)の「3冊」と(7b)
の 「50ペー ジ」 の よ うな連 用Qと 、(8a)の「5回」 の よ うな頻度 数量詞 、 そ して 、(8b)の
「5時間」 のよ うな期 間数量詞のそれ ぞれ にっいて、副詞句 としての性質を考えた。
(7)a.太郎が本 を3冊 読 んだb.太 郎が本 を50ペー ジ読 んだ
(8)a.太郎が花子 と5回 会 ったb.太 郎が花子 と5時 間会 った
(7a)の「3冊」 と(7b)の「50ペー ジ」 は、(6B)から、 ともに 「読 んだ本」 の数量を表 して い
ると言 え るが、「読 んだ本」 について は、前者 は1冊1冊 、個別的、離 散的 に計量 して い るの
に対 して、後者 はひ とま とま りとしてま るごと計量 してい ると言 え る。 このよ うな計 量方法 の
違 いに着 目 して、(7a)の「3冊」 を個体数量詞 と呼 び、(7b)の「50ペー ジ」 を内容数量詞 と呼
んだ。(8a)の「5回」 の ような頻度数量詞 は、動詞句 が表す事態 を1回1回 、個別的 に計算 し
てい ると言 えるか ら個体数量 的な計量 をす るものであ り、(8b)の 「5時間 」 の よ うな期 間
数量詞 は、動詞句が表 す事態 をひ とま とま りとしてまる ごと計量 しているか ら内容数 量的 な計
量 をす る もので ある と言 え る。 さらに、個体数量詞 と頻度数量詞 は、た とえば(9a)(9b)の間で
互 いに他 を含意す る場合 があ ること、
(9)a.ホー ム ランを65本打 ったb.ホ ーム ランを65回打 った
そ して、 内容数量詞 と期 間数量詞 は、「*豚を200kg殺す」「*豚を1時 間殺 す」 の よ うに 「殺
す」の よ うな限界動詞 と共起 しに くいが、「豚 を5ト ン殺す」「1時間次 々 と豚 を殺す」 のよ う
に計量 対象 の数量 があ る程度多い と読 める場合 には限界動詞 と共起 す ることがで きることを述
べた(限 界動詞 について は後述す る)。これ らも計算方法 ζい う点で、 個体数 量詞 と頻 度数 量
詞 との 間 、 そ して 、 内容 数 量詞 と期 間 数量 詞 との 間 に共 通 点 が あ る とい う考 え 方 を 支 持 す る。
また 、 数 量:詞を構 成 す る助 数詞 を 見 て も、 内容 数 量 詞 と期 間数:量詞 は、"1m=100cm"、"1
時 間=60分"の よ うな 置 き換 え はで き な い(e.9.)冊・回)と い う点 も上 の よ うに二 分 す る こ と
の妥 当性 を支 持 す る。
個 体 数:量詞 と内容 数 量 詞 が 共 起 して い る場 合 、 内 容数 量 詞 が達 成 量 を表 す るた めに は、(10a)
の よ うに 内容 数 量詞 は個 体 数 量 詞 よ り も動 詞 に近 い 位 置 に現 れ な けれ ば な らな い と言 え る。 な
ぜ な ら、(10b)は、 トー タ ルで 「枝 」 が150cm折れ た と も読 め るよ うに、 「50cm」が 分 配 量 を 表
して い る と も読 め るか らで あ る。
(10)a.枝が3本50cm折 れ たb.?枝 が50cm3本折 れ た
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そ して、(11)から、個体数量詞 よ りも内容数量詞 の方 が動詞 との共起制限 が強 い と言え る。
(11)a.本を5冊 読 む/見 つ ける/積 み上 げ る/捨 てる
b.本を5ペ ー ジ 読 む/*見 つ ける/*積 み上 げ る/*捨 て る
動詞 との共 起制限が強 い副詞句 ほど動 詞 に近 い位置 に現 れ るか ら、(10)(11)より、達 成量 を表
す内容数量 詞 は個体数量詞 よ りも動 詞 に近 い位置に現 れ ると言 うことがで きる。
第3章 と第4章 は、非対 格性の仮説 によ る動詞の3分 類 に基 づいた考察である。この仮説 は、
自動詞 を非能格動詞 と非対 格動詞 とに二分 す る ものであ る。 この二分 は、GB理 論 の枠組 みで
は、(12a)(12b)のよ うに、表層主語が基 底生成 され る位置の違 いによ って行われ る。以下 関 係
す る部分 のD構 造 のみ を示す ことにす る。
(12)a.ベィ リーが走 る:[vpベ ィ リー[v'〔v走る]]](非 能格動詞)
b.枝が折 れ る:[vp[v'[[NP枝][v折れ るコ]]](非 対格動詞)
c.剛が枝 を折 る:[vp剛[v'[[NP枝][v折る]]]](他動詞)
非能格 動詞の主語 は、(12a)の「ベ ィ リー」 のよ うに、他動詞の主語((12c)の「剛」)が基 底
生 成 され る位置 と同 じ位 置 に基底生成 され る。そ して、 非対 格動 詞 の主語 は、(12b)の「枝」
の よ うに他動詞 の 目的語((12c)の「枝」)が基底生 成 され る位置 と同 じ位置に基底生成 される。
まず 、(12a)一(12c)のよ うな動詞 の3分 類 を利 用 して、連用Qの 先行詞が現れ る統語 的環境 に
っ いて記述 す る。個体数量詞 は、他動詞 の主 語((13a)の「猿 」)、他動 詞 の 目的語((13b)の
「枝」)、非能格動詞 の主 語((13c)の「や くざ」)、そ して、非対格動 詞 の主 語((13d)の「枝 」)
を先行詞 とす る。
(13)a.猿iが4匹i石を投 げたb.太 郎が枝iを3本i折 った
c.やくざiが3人i暴 れ たd.枝iが5本i折 れた
それ に対 して、内容数量詞 は、(14b)(14d)のよ うに他動詞の 目的語 と非対格動詞の主語(以 下、
両者 を内項 と呼ぶ)を 先行詞 にす ることばで きるが、(14a)(14c)のように他動詞 の主 語 と非 能
格動詞 の主語(以 下 、両者 を外項 と呼 ぶ)を 先行詞 にす る ことはで きない。
(14)a.*猿iが5kgi石を投 げたb.太 郎が枝iを30cmi折った
c.*や くざiが65kgi暴れたd.枝iが30cmi折 れた
次 に、外項 及 び内項 を先行詞 として とる連 用Qが 表す数:量にっ い七述 べ る。以下 は述語動
詞 が動 作動詞及 び変化動詞 であ る場合 につ いての ものであ る。まず、外項 を先行詞 と して とる
連 用Qに つ いて。「投 げる」 も 「暴 れる」 も動作動詞 だか ら、達成量 の解釈である(6A)は(13a)
(13c)について も成 立す るはずで あるが、(6A)の解釈 は、外項を先行詞 として とる連 用Qに つ
いて は成立 しない。た とえば、(13a)の「4匹」 は、「石 を投 げた猿」 の数量 を表す と解釈 す る
ことがで きるよ うに(6B)の解釈 は成立す るが、「石を投 げる」 とい う事態 の終了 時 に達成 され
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る 「猿 」の数量を表す とい うよ うな達成量の解釈 は成立 しない(あ るい は成立 しに くい)。あ
えて達成 量の解釈を しよ うとす れば、"石 を投 げる猿が予め4匹 決ま って いて、その猿 が4匹
ともす べて石 を投 げ終 え た"と い う解釈が可能であ るよ うな先行文脈 の支えが必要 であ る。 こ
のよ うに外項 を先 行詞 ど して とる連用Qは 達成量の解釈 がで きな いので ある。 これ は、 外項
を先行詞 として とる連 用Qが 、動詞句の表す事態の終 了時 とい うアスペ クチ ュアル な側 面 と
は関わ らない、 とい うことを示 して いるので ある。次 に、内項 を先行詞 と して とる内容数量詞
は(14b)(14d)のよ うにつね に達 成量 を表す と言 え る。ただ し、内容数量詞 は次のよ うな内項 を
先行詞 として とれない場合 もある。
(15)a.友人 を4人/*60kg待 っb.花 が2つ/*10g/*3cm咲 いた
(15a)の「4人」 は、内項を先行詞 と して とる連 用Qで あ るが、達成量を表 して い ない。 この
ように達成量 を表せ ない場合、内容 数量詞 は現 れ ることができないのであ る。(15b)の「2つ」
は達成 量 を表 してい るが、 この構造 に内容数量詞 が現 れないのは、「咲 い た花 」 を計 量 す る場
合 、重 さ、長 さな どの内容数量で計測 しないのが普通 であるとい うよ うな語用論的 な制約 によ
るので ある。(15a)(15b)から、内項 に限 ってみて も、個体数量詞 は内容数量詞 よ りも先行 詞 と
して とれ る場合 が多 い とい うこと も言え る。
以上 の考察 を次 に挙 げ る樹形 図を用 いてま とめよ う。(16)では、"NPi"が外 項 に相 当 し、
"NPj"と"NPk"が内項 に相 当す る。"NPI"は個
(16)VP(=V㎜ つ∴
NPi一個 体QiV'∴
Npj一個 体Qiv
NPk一個 体Qk
NPk一内容Qk
き る し、
体数量詞だ けが とれ る先 行詞 を指 し、"NPk"は
個体数量詞 も内容数量詞 もとれ る先行詞 を指 して
い る。(16)より、Vか ら直接的 に θ役割 を付与 さ
れ る名詞句 の一部 す なわ ち"NPk"だけが 内容数
量詞 の先行詞 にな るの に対 して 、個体 数量 詞 は、
"NPj"、"NPk"のようにVか ら直接的 に θ役割
を付与 されてい る名詞句 を先行詞 にす る こと もで
え る。 そ して、(16)で動詞Vが 動 作動詞及 び変化動詞で ある場 合、
てい る連用Qが 達成量 を表す る もので あると言 うことがで きる。、
第 ■部で は動詞句 の限界性(Telici七y)についての考察を行 った。動 詞 は限界性 か ら限界 動
詞(teliccerb)と非限界動詞(atelicverb)に二分 され る。限界動詞 とは、予 め語彙部門 で決
定 されて い る限界点 を もつ動詞で ある。 たとえば、「割 る」 は割 れる時点 とい う限界点 を もっ
か ら限界動詞 であ る。限界点 に到達 しない と割 った ことにはな らない。それに対 して、非限界
動詞 は、予 め語彙 部門で決定 されている限界点 をもつ動詞であ る。 たとえば 、「割 る」 は割 れ
一402一
"NPi"のよ う に間 接 的 に θ役割 を 付 与 され る名 詞 句 を 先 行 詞 す る こ と も で き る と言
"NPk"を先行詞 と して と っ
る時点 とい う限界点 を もっか ら限界動詞 であ る。限界点 に到達 しないと割 った ことにはな らな
い。 それ に対 して、非 限界動詞 は、予め語彙部門で決定 され た限界点を もたな い動 詞 で あ る。
たとえば、「歩 く」 は10m歩いて も10km歩いて も一旦歩 き始めれば歩 いたと言え るか ら限 界点
を もたない動詞 すなわ ち非限界動詞であ る。以上 は、動詞 とい う語彙部門の レベルにおける限
界性 にっ いての ことであ るが、第1部 で考察す る動詞 句(あ るいは節)レ ベルの限界性 は、動
詞 レベ ルの限界性 か らだ けで は決定す ることがで きず、動詞句 のアスペ ク トす なわちアスペク
チュア リテ ィーを決定 す る構成要素をすべて計算 に入れなければな らないのであ る。
第5章 では、動詞句 の限界性か ら、移動動詞 と共起 してい る二格名詞の意味役割 が着点 と方
向 に適切 に二分 す ることがで きることを述べ た。移動動詞 とは、「行 く」「入 る」 のよ うな位置
変化動詞 と 「走 る」「泳 ぐ」 のよ うな移動様態動詞 を一括 した ものであ る。位 置変化動 詞 は限
界動詞 に対応 し、移動様 態動詞 は非限界動詞 に対応す ることにな る。
(17a)(17b)を見 てみ よ う。
(17)a.花子 が東銀座 に行 ったb.花 子が東銀座の方 に/北 に 行 った
(17a)は、事態終 了時 に移動体 「花子」が 「東銀座」 に存在 してい な けれ ば成立 した ことに
はな らないか らTelicな動詞 句で ある。っ ま り、「東銀座」 は、(17a)が表 す事 態 の限 界点 を 明
示化 して い る。 この ような二格名詞句の意味役割を着 点 と呼ぶ。それに対 して、(17b)は、事
態終了時 に移動体 「たか子」 が事態開始以前 よ りも少 しで も 「東銀座」寄 りにあ るい は 「北 」
寄 りに移動 して いれば成 立す ると言え るか らA七elicな動詞句 であ る。 このよ うに、事態 の限界
点 を明示化 しない 二格 名詞句 は、移動 の方向 を表 してい ると言 え るか ら、 その ような 二格 名詞
句 の意味役割 を方 向 と呼ぶ。以上 の ことか ら次 のよ うなことが言 え る。
へ　
(ユ8)i.着点 二格名詞句 は事態 の限界点 を明示化す る。
五.方 向 二格名詞句 は事態 の限界点 を明示化 しない。
次 に、位 置変化量 を表す数量詞(以 下、位置変化量Qと 呼ぶ)に つ いて見 る。 位置 変化 量
Qは 、 た とえば(19)の「40km」の よ うに達成量を表 してい る。
(19)瀬古が40㎞走 った
(19)では、40km走り終 えた地点が限界点で あると言え るか ら、次 のよ うなことが言え る。
(20)位置変化量Qは 事態 の限界点を明示 化す る。
(19)の「走 る」 は非限界動詞 であ るがぐ位置変化量Qか らの修飾 を受 ける ことによ り、 「40
km走 っ(た)」 がTelicな動 詞句 になる。 これ と同 じことが、第1部 で考察 した連用Qに っ い
て も言 え る。動作動詞 は非限界動詞 に分類 され るが、た とえば 「本 を5冊/100ペ ー ジ 読
んだ」 の 「5冊」「100ページ」 は、「本 を読 ん(だ)」 とい う事 態 の限界 点 を明示化 す るた め
Telicな動 詞句 にな る。つ ま り、達成量 を表 す連用Qが 存在す る非限界動詞句 は、連 用Qが 限
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界点 を明示化 す るか らTelicな動詞句 になるとい うことである。次の例 を見 てみよ う。
(21)a.*駅に10Qm行ったb.駅 の方 に/西 に100m行 った
動詞句 が表す事態 に対 す る限界点の明示化 は1回 しか言え ない と仮定 すれば、(21a)(21b)の間
の適格性 の違 いは、(21a)の二格名詞句 は着点 二格名詞句で あり、(21b)の二格名詞句 は方 向 二
格名詞句 であ るとい う点 に起因 して いると言 え る。つま り、(18i)(20)から、(21a)の表 す事 態
に対 す る限 界 点 の明示 化 は、 着点 二格 名詞 句 と位 置 変 化 量Qか ら2回 行 わ れて い る た め
(21a)は不適格 にな るのであ り、(18ii)(20)から、(21b)の表す事態 に対す る限界点 の明 示化 は
位置変化量Qか ら1回 だ け行われて いるため(21b)は適格 になるのであ る。(21)は位置 変化 動
詞 の例 で あったが、移動様態動詞 で も同様で ある。
(22)a.*梅子が 由比 ケ浜 に500m歩いた
b.梅 子が 西 に/由 比 ケ浜方面 に500m歩いた
(22b)が適格 で あるのは、限界点 の明示化が位置変 化量Qか ら1回 だ け行 わ れて い るか らで あ
る。(22a)が不適格 である理 由は 「歩 く」が着点 二格名詞句 を選択 しない とい う ことで説 明す
ることがで きる。
以 上 のよ うに、移動動詞 と共起 す る二格名詞句 の意味役 割 は、 位置変 化量Qと 共 起 すれ ば
方 向で あ り、位置変化量Qと 共起 しなければ着点で あ ると言 え る。 ここか ら限界性 を変 更す
る句 が他 に存在す る場合 、方 向二格名詞句が存在す る移動動詞句 はAtelicな動詞句 であ り、着
点 二格 名詞句が存在す る移動動詞句 はTelicな動詞句であ ると言 え る。 そ して、 「近 づ く」 「進
む」 の よ うに方向 二格名詞句 を選択 す る動詞 が主要部であ る動詞句 もAtelicな動詞 句で あると
言 うことがで き る。
第6章 で は、「家 まで走 る」「家 に入 った」 のよ うな移動動詞 と共起す る着点 二格名 詞句 とマ
デ格 名詞句 の異同 について語彙意味論的 に考察 した。 これ も限界性 か らの考察であ る。移動様
態動詞及 び位置変化動詞 の語彙概念構造(以 下 、LCSと呼ぶ)は それぞれ(23a)(23b)である。
(23)a.[xACT]b.[BECOME[yBEATz]]
(23)で、ACTは過程 を表 し、BECOMEは変化 を表 し、BEATは 、(結果)状 態 を表す意 味 述
語であ る。(23a)は「xが何 らかの過程を伴 う動 作をす る」 とい う概念を表 し、(23b)は「yが
zに存在 す るよ うになる」 とい う概念を表 して いる。移 動様 態動詞 は(24a)のよ うに着 点 二格
名詞句 とは共起 しないが、,(24b)のよ うにマデ格名詞句 とは共起 す る。 それ に対 し、位 置変 化
動詞 は(25a)(25b)のよ うにどち らと も共起 す る場合 と、(26a)のよ うに着点 二格名 詞句 とは共
起す るが、(26b)のようにマ デ格名詞句 とは共起 しに くい場合が ある。
(24)a.?*駅に歩 いたb.駅 まで歩 いた
(25)a.駅に行 ったb.駅 まで行 った
一404一
(26)a.駅に着 い たb.??駅 まで 着 い た
(24b)の「駅 まで 」 は、 着 点 を表 して い る とい う限 界 点 読 み と、 必 ず し も駅 に 着 い て い な くて
もい い とい う到 達 範 囲 読 み が あ るが 、(25b)の「駅 ま で」 は限 界 点 読 み だ けで あ る。
「1時 間 で 」 の よ うな もの を 「期 間Qデ 」 と呼 ぶ こ とに す る。(24b)(25a)(25b)(26a)は次 の
よ うに期 間Qデ と共 起 す る。
(27)駅 まで1時 間 歩 い た
(28)a.駅に1時 間 で 行 っ たb.駅 まで1時 間 で 行 っ たc.駅 に1時 間 で着 い た
(27)のマ デ格 名 詞 句 は限 界 点 読 みだ け で あ』るのだ が 、 こ の理 由 をLCSで 説 明 す る と以 下 の よ
うに な る。 ま ず 、 位 置 変 化 動 詞 につ い て述 べ る。 着 点 二格 名 詞 句 は項 で あ り(23b)のATzに
対 応 す る。(23b)のATは二 で実 現 す る もの で あ る か ら、(23b)はマ デ格 名 詞 句 と共 起 して い る
(28b)の「行 く」 のLCSで はな い 。 限 界 点読 み の マ デ格 名 詞 句 と着 点 二格 との 違 い は く 前 者 は
過 程 を 表 しっ つ 限 界 点 を示 す の に対 し、 後 者 は点 的 に限 界 点 を示 す とい う点 で あ る。 こ こで は、
(28b)の「行 く」 のLCSは(23b)の左 側 に(23a)を合 成 した(29)であ り、 「1時 間 で 」 は(29)の
BECOMEを 修 飾 して い る と と考 え る。
(29)[yiACT]CONTROL[BECOME[yiBEATz]]
1時 間 で
(29)でATがマ デで 実 現 す るの は、 構 造 上ATがACTの 作 用 域 の 中 に存在 す るか らで あ る。次
に 、移 動 様 態 動 詞 につ い て 。(27b)のマ デ格 名 詞 句 は限 界 点 読 みだ けで あ るか ら、LCSにATz
が 必要 で あ る。 した が って 、(27b)の「歩 く」 のLCSは、(23a)の右 側 に(23b)を合 成 した(30)・
で あ り、 「1時 間 で 」 は(30)のBECOMEを修 飾 レて い る と言 え る。
(30)[xiACTコCONTROL[BECOME[xiBEATz]]
1時 間 で
(30)でATがマ デで 実 現 す る理 由 は(29)のATがマ デ で実 現 す る理 由 と 同 じで あ る 。 移 動 様 態
と共 起 す る マ デ格 名 詞 句 は、副 詞 句(あ るい は付 加 詞)あ る い は後 置 詞 句 で あ る と一 般 に言 わ
れ るが 、 期 間Qデ と共 起 す る と(30)のATzに相 当 す る、 つ ま り、項 で あ る こと に な る。 付 加
詞 や 後 置 詞 句 とは異 な り、 項 は文 成 立 に必 須 の 句 で あ る。 これ は、(27)からマ デ格 名 詞 句 を 除
い た 「1時 間 で歩 い た」 は不 自然 で あ り、(27)は適 格 で あ る とい う点 か ら も支 持 さ れ る 。 「1
時 間 で 歩 い た」 の 「歩 く」 のLCSが(23a)であ る とす れ ば 、 こ のLCSに は期 間Qデ が 修 飾 す
るBECOMEが 存 在 しな い た め 、「1時 間 で歩 いた 」 は不 適 格 に な る ので あ る。 「1時 間 で 歩 い
た」 に マ デ格 名 詞 句 を挿 入 す る とい うこ と は、(23a)にLCSの合 成 を か けて(30)を作 る と い う
こ とで あ 乙。副 詞 句 あ る い は後 置 詞 句 で あ るマ デ格 名 詞 句 は、 到 達 範 囲読 み に対 応 し、 限 界 点
を示 す もの で はな い か ら、(23a)のACTを修 飾 す る もの で あ る と言 え る。
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以上 の考察 を簡単 にま とめて示す と次 のよ うにな る。
(31)xガz二限界V
↓(限 界動詞句 の非限界動詞句 への近 づ き)
xガzマデV(V;限界V/非 限界V.マ デ;限 界点読 み)
↑(非 限界動詞 句の限界動詞句 への近 づ き)
xガ非限界V→xガzマ デ非限界V(マ デ;到 達範囲読み)
第7章 では、移動様態動 詞 と共起す る対格 名詞句 と非限界他動詞 と共起 す る対 格名 詞句 が 、
それ らが存在す る動詞句 の限界性の変更 、すなわ ち、A七elicな動詞句 か らTelicな動 詞句 へ の
変 更 に どのよ うに関与 して いるか にっいて、限界他動詞 と共起す る対格名詞句 と対 比 して述 べ
た。対格名詞句 が指示 的で あるか ど うか、及 び、期 間Qデ の よ うな事態 限定 子 か らの修 飾 の
有無、 そ して、対格 名詞句が量化 されて いるか ど うか、 とい った点 が、移動様態動 詞句及 び非
限界他動詞句 の限 界性 の変更 と密接 に関わ るものであ ることを述 べた。 このよ うに、動詞句の
アスペ ク トすなわち アスペ クチュア リティーにっ いて考 え る場合 は、語彙部門 レベル の考察で
はすべ てをカバーす ることはで きず、名詞句 の指示性 、修飾 、量化 といった統語論 レベルの問
題が関連 して くるので ある。
以上 のよ うに、本論文で は、第1部 で、先 行詞を取 り、かっ、動作動詞及 び変化動詞 を修飾
す る数量詞 が達成 量を表す場合 一す なわ ち、事態をアスペク ト限定 し、限界点を供給す る場合 一
にっ いて記述 し、第H部 で は、位置変化量Q、 二格名詞 句 ・マデ格名 詞句 、対 格名 詞句 、 期
間Qデ 、 のそれぞれが動詞句 の限界 性 とどの よ うに関係 す るか 、 につ いて考 察 した。 また、
本論文 の考察 か ら、名詞句 の意味役割 の決定 に副詞句が関与す ることがあ ること、 そ して、名
詞句が項 であ るか副詞句(あ るいは後置詞句)で あるか とい うことの決定 にっ いて も、副詞句
が関与 す る(あ るい は別 の側面か ら言 えばアスペク ト構造が関与 す る)場 合 がある ことも明 ら
か にな った。 これ は、従来 の研究 における副詞句 の扱 いには見 られない点 であ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、大 き く 「第1部 数量詞 の文法」、「第 ∬部 動詞句 の限界性 」 の2部 に分 かれ、
第1部 が4章 、第H部 が3章 の計7章 か らな っている。
「第1章 連体修飾 の数量詞 と連用修飾 の数量詞」で は、「5本の鉛筆 を買 った。」 と 「鉛筆
を5本 買 った。」 にお ける連体修飾 の数量詞 「5本の」(「連 体Q」 と呼 ぶ)と 連 用修飾 の数量
詞(「連用Q」 と呼ぶ)「5本 」の相違 を取 り上 げ、前者 は、 「先 行詞 の指 示対象 の数 量 を表」
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し(「先行詞」 とは 「鉛筆」を指す)、後者 は、「述語動詞 に限定 された、先 行詞 の指示 対 象 を
表す 」 ことを論 じる とともに、先行 詞の指示対象 の違 いに応 じ、数量 詞 を 「個体 数量 詞」 と
「内容数量詞」 とに二 分 した。 なお、「動詞句 が表 す事態 の終了時 に達成 され る数量」 を 「達成
量」 と命名 した。
「第2章 副詞句 と しての個体数量詞 と内容数量詞」 では、連用Qの 個 体数 量詞 は 「1回 、
2回」 の よ うな 「頻度数量詞」 と、内容数量詞 は 「1時間、2時 間」の よ うな 「期間 数量 詞 」
と、計 量方法、助数詞 の面 か らそれぞれ対応 す ると考 え られ ることを示す とともに、個体 数量
詞 と頻 度数量詞 との間 で互 いに他 を含意 す る場合 があ ること、 また、内容数量詞 の方 が個体数
量詞 よ りも述語動詞近 くに現 われやす くその分述 語動詞 との共起制限が強 い こ と、 を論 ず る。
「第3章 数 量詞 の先行 詞 が現 れ る統語 的階層 」 で は、 「非対格 性 の仮説(Unaccusa七ive
Hypo七hesis)」に基 づ き連 用Qの 先行詞が現われ る統語的位置 につ いて検討 し、 個体 数量 詞 の
場合 は、他動詞 目的語 ・非対格動詞主語(以 上 「内項」 と呼ぶ)、お よび他動 詞主語 ・非 能 格
動詞主語(以 上 「外項 」 と呼 ぶ)を 先行詞 と して取 ることができ るが、 内容数 量詞 の場 合 は、
内項 を先行詞 にす る ことは出来 るが外項を先 行詞 にす ることはで きない こと、 ただ し、連用Q
が 「位 置変化量」 を表 わす内容先行 詞 と して取 らず しか も適格 な場合が存在す ることを論ず る。
「第4章 数量詞が表 す数量 と先 行詞が現 れ る統語的階層」 で は、外項 を先行詞 と して取 る
数量詞(前 述 の ごとく個体数量詞 に限 られ る)が 表わす数量 は達成量 で はな く、 「事態 に参 加
す る先 行詞の指示対象 の数量 」を表 わす こと、内項を先行詞 として取 る内容数量詞 は達成量 を
表 わすが内項が 「被影響対象名詞句 」でな ければな らない ことを述 べ、 その上で、規定上、達
成量 を表わすQは 「動詞 句が表す事態 の 『限界点』 を明示化す る」、す なわ ち 「動 詞句 が表す
事 態を 『アスペ ク ト限 定』す る」 と読 み替 え うる ことを示 し、改 めて連用Qを アスペ ク ト限定
の観点か ら3種 類 に場 合分 け した。
「第5章 移動動詞 と共起す る二格名詞句 の意味役割」で は、移動動詞 とは、「行 く」「入 る」
のよ うな 「位置変化動 詞」 と 「走 る」「泳 ぐ」のよ うな 「移動様態動詞」 とを包含 す るが、 前
者 は 「限界動詞(telicverb)」、後者 は 「非 限界動詞(atelicverb)」に対応 す るとい う基 本的
認識 の下 に、移動動詞 と共起 す る二格名詞句 には、事態 の限界点 を明示化す る 「着点 二格名詞
句」 と明示化 しない 「方 向二格名詞句 」 と2種 類 が存 在す る こと、 位置 変化量 を表 す数 量 詞
(「位置 変化量Q」 と呼ぶ)は 事態 の限界点 を明示化 す るので、方 向二格名詞 句 は位置変化量Q
と共起 す るが着点 二格名詞 句 は共起 しない こと、を論 ず る。
「第6章 移動動詞 と共起す る二格 名詞句 とマデ格名詞句」で は、移動様態動詞 と位置 変化
動詞 の 「語彙概念構造 」を(a)[xACT]、(b)[BECOME[yBEATz]]とそれ ぞれ捉 え た上
で、 それ らがマデ格名詞 句 と共起す る場合 とい うの は、マデ格名詞句 と着点 二格名詞句 との相
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違が 、前者 は 「過程 を表 しっっ限界点 を示」 し後者が 「点的に限界点 を示す」 とい う点 にある
ことを踏 まえ ると、移動様態動詞 の場合 には上記(a)に(b)が合 成 され、 位置 変化 動詞 の場 合
には上記(b)に(a)が合成 されて、 いず れ も構造上ATがACTの作用域 の中 に存 在 して い る場 合
であ る ことを論 ず る。
「第7章 非 限界動詞 と共起す る対格名詞句 と動詞句の限界性 との関係」で は、移 動様態動
詞 、お よび 「読 む」や 「押す」 のよ うな非限界動詞 と共起す る対格名詞句 がそれ らの存在す る
動詞 句 の限 界性 を変 更す ることが ある、 とい う現象 を指摘 した上で、それが どうい う場合 に生
じるのか、 とい う問題 を設定 し、(1)対格名 詞 が指 示 的で あ るか ど うか、(2)「期 間Qデ 」(ex,
「1時間 で」)のよ うな 「事態限定詞 」が有 るか どうか、③対格名詞句が数量詞等で量化 されて
い るか ど うか、 とい った点 がそれ らの動詞句 の限界性 の変更 に密接 に関わ ってい ることを論 ず
る(た だ し、(1)は(2)より優位 であ るとす る)。
以上 、本論文 は、連体Qと 連用Qの 異 同 とい う問題 を伝統的 な国語学の文法論 の立場 に立 っ
て説 明す る ことか ら出発 し、最近 の非対格性 の仮説 な どを も援用 しなが ら連用Qの 諸用法 や分
類 を検討 した後 、連用Qの 有す るアスペ ク ト限定 の機能 に 目を向 けることによって問題 を動詞
句一般(具 体的 に取 り上 げて いるの は移動動詞句 が中心)の 限界性へ と発展 させ、語彙概念構
造の合成 とい った手法 を使 いなが ら、特 に動詞句 にお ける限界性 の変更 の問題を分析 した もの
で あるが、全体 を通 して、理論 に偏 ることな く実際の言語使用 を も丁寧 に参照 し、かっ、現在
のアスペ ク ト研 究 にお けるアスペク トか らアスペ クチュア リテ ィへ とい った研究の流れを も意
識 しっっ結論 を導 いてい る とい う点で高 く評価 され る。
よ って、本 論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに充分 な資格 を有す る もの と
認 め られ る。
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